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当
該
指
定
を
し
な
い
と
し
た
決
定
に
対

し
、
Ｘ
市
が
そ
の
取
消
し
を
求
め
て
起

こ
し
た
訴
訟
に
お
い
て
こ
れ
を
棄
却
し

た
原
審
の
判
決
に
対
し
、
地
方
税
法
第

37
条
の
２
第
２
項
柱
書
の
募
集
適
正
基

準
に
つ
い
て
、
本
件
改
正
前
に
お
け
る

募
集
実
績
自
体
を
も
っ
て
指
定
を
受
け

る
適
格
性
を
欠
く
も
の
と
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
と
解
す
る
の
は
困
難
で

あ
り
、
地
方
税
法
第
37
条
の
２
第
２
項

が
総
務
大
臣
に
指
定
の
基
準
を
策
定
す

る
こ
と
を
委
任
し
て
い
る
が
、
特
例
控

除
の
対
象
と
し
な
い
も
の
と
す
る
基
準

は
、
総
務
大
臣
の
専
門
技
術
的
な
裁
量

に
委
ね
る
の
が
適
当
な
事
柄
と
は
い
え

ず
、
本
件
改
正
法
の
審
議
過
程
を
見
て

も
改
正
法
の
施
行
前
の
募
集
実
績
自
体

を
も
っ
て
指
定
を
受
け
る
適
格
性
を
欠

く
も
の
と
す
る
趣
旨
を
明
確
に
さ
れ
た

上
で
審
議
可
決
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ

と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
本
件
指
定
当
時

の
事
情
の
下
で
は
、
本
件
指
定
申
出
に

つ
き
、
Ｘ
市
が
法
定
返
礼
品
基
準
に
該

当
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
不

指
定
を
適
法
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

と
し
て
、
原
審
判
決
を
取
り
消
し
、
Ｘ
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２
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６
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２
年
（
行
ヒ
）

第
68
号　

裁
判
所
ウ
ェ
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イ
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２
年

１
月
30
日
判
決　

令
和
元
年
（
行
ケ
）

第
７
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判
所
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イ
ト

（
要
旨
）

平
成
31
年
に
行
わ
れ
た
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

係
る
特
例
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金

に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
が
指
定
す
る
も

の
に
対
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
い
う

制
度
が
導
入
さ
れ
、
Ｘ
市
に
対
し
、
返

礼
割
合
が
３
割
を
超
過
す
る
等
の
方
法

に
よ
り
寄
附
金
の
募
集
を
行
い
、
著
し

く
多
額
の
寄
附
金
を
受
領
し
た
こ
と

が
、
総
務
大
臣
の
し
た
告
示
に
該
当
し

な
い
こ
と
、
及
び
Ｘ
市
が
実
施
し
て
い

る
寄
附
金
の
募
集
の
取
組
状
況
に
よ
れ

ば
、
地
方
税
法
第
37
条
の
２
第
２
項
各

号
に
掲
げ
る
基
準
の
適
合
す
る
団
体
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

市
の
訴
え
を
認
容
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
自
治
法
第
２
５
１

条
の
５
第
１
項
、
同
法

第
２
４
５
条
の
４
第
１

項
、
地
方
税
法
第
37
条

の
２
第
１
項
・
第
２
項
、

同
法
第
３
１
４
条
の
７

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

１　

原
判
決
を
破
棄
す
る
。

２　

被
上
告
人
が
令
和
元
年
５
月
14
日

付
け
で
Ｘ
市
に
対
し
て
し
た
地
方
税

法
37
条
の
２
第
２
項
及
び
３
１
４
条

の
７
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を

し
な
い
旨
の
決
定
を
取
り
消
す
。

３　

訴
訟
の
総
費
用
は
被
上
告
人
の
負

担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
Ａ
ほ
か
の
上
告
受
理
申

立
て
理
由
（
た
だ
し
、
排
除
さ
れ
た
も

の
を
除
く
。）
に
つ
い
て

１　

平
成
31
年
法
律
第
２
号
（
以
下
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提
供
の
状
況
等

ア　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
創
設
当

時
、
地
方
団
体
が
寄
附
金
の
受
領
に
伴

い
当
該
寄
附
金
を
支
出
し
た
者
に
対
し

て
提
供
す
る
物
品
、役
務
等
（
以
下
「
返

礼
品
」
と
総
称
す
る
。）
に
つ
い
て
特

に
定
め
る
法
令
上
の
規
制
は
存
在
し
な

か
っ
た
。

イ　

そ
の
後
、
返
礼
割
合
（
寄
附
金

の
額
に
対
す
る
返
礼
品
の
調
達
価
格
の

割
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
高
い

返
礼
品
を
提
供
す
る
地
方
団
体
が
多
く

の
寄
附
金
を
集
め
る
事
態
が
生
じ
た
こ

と
等
か
ら
、
総
務
大
臣
は
、
地
方
団
体

に
対
す
る
地
方
自
治
法
２
４
５
条
の
４

第
１
項
の
技
術
的
な
助
言
と
し
て
、
平

成
27
年
４
月
１
日
付
け
通
知
（
総
税
企

第
39
号
）
及
び
同
28
年
４
月
１
日
付
け

通
知
（
総
税
企
第
37
号
）
を
発
し
た
。

上
記
各
通
知
は
、
返
礼
品
に
つ
い
て
、

換
金
性
の
高
い
も
の
や
高
額
な
又
は
返

礼
割
合
の
高
い
も
の
の
送
付
を
行
わ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
等
を
求
め
る
も
の

で
あ
っ
た
。

ウ　

し
か
し
、
平
成
28
年
度
に
は
、

返
礼
割
合
が
３
割
を
超
え
る
返
礼
品
を

提
供
す
る
地
方
団
体
の
数
は
、
全
体
の

64
・
７
％
に
当
た
る
１
１
５
６
に
上
っ

た
。
そ
し
て
、
総
務
省
が
平
成
29
年
３

月
頃
に
行
っ
た
全
国
的
連
合
組
織
（
全

国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
及
び
全
国
町

村
会
）
や
有
識
者
等
か
ら
の
意
見
聴
取

に
お
い
て
は
、
地
方
団
体
間
で
の
返
礼

品
の
提
供
競
争
が
過
熱
し
て
い
る
こ
と

へ
の
懸
念
の
ほ
か
、
国
に
お
い
て
返
礼

品
に
係
る
一
定
の
基
準
や
ル
ー
ル
を
設

け
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
等
が
示

さ
れ
た
。

エ　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、

総
務
大
臣
は
、
地
方
団
体
に
対
す
る
地

方
自
治
法
２
４
５
条
の
４
第
１
項
の
技

術
的
な
助
言
と
し
て
、
平
成
29
年
４
月

１
日
付
け
通
知
（
総
税
市
第
28
号
。
以

下
「
平
成
29
年
通
知
」
と
い
う
。）
及

び
同
30
年
４
月
１
日
付
け
通
知
（
総
税

市
第
37
号
。
以
下
「
平
成
30
年
通
知
」

と
い
い
、
前
記
イ
の
各
通
知
及
び
平
成

29
年
通
知
と
併
せ
て
「
本
件
各
通
知
」

と
い
う
。）
を
発
し
た
。
平
成
29
年
通

知
は
、
返
礼
割
合
を
３
割
以
下
と
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
30

年
通
知
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
返
礼
品

を
い
わ
ゆ
る
地
場
産
品
（
当
該
地
方
団

体
の
区
域
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
や
同

税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
個
人
住
民

税
の
納
税
義
務
者
の
地
方
団
体
に
対
す

る
寄
附
金
（
以
下
、
単
に
「
寄
附
金
」

と
い
う
。）
の
う
ち
一
定
額
を
超
え
る

額
に
つ
い
て
、所
得
税
の
所
得
控
除（
所

得
税
法
78
条
１
項
）
及
び
10
％
相
当
額

の
個
人
住
民
税
の
税
額
控
除
が
さ
れ
る

こ
と
に
加
え
て
、
個
人
住
民
税
の
税
額

控
除
の
金
額
に
所
定
の
上
限
額
の
範
囲

内
で
特
例
控
除
額
の
加
算
（
以
下
「
特

例
控
除
」
と
い
う
。）
が
さ
れ
る
と
い

う
制
度
（
以
下
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

と
い
う
。）
が
設
け
ら
れ
た
（
上
記
改

正
後
の
地
方
税
法
37
条
の
２
第
１
項
、

２
項
及
び
３
１
４
条
の
７
第
１
項
、
２

項
。
な
お
、
市
町
村
民
税
に
係
る
地
方

税
法
３
１
４
条
の
７
に
規
定
す
る
内
容

は
、
道
府
県
民
税
に
係
る
同
法
37
条
の

２
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
と
同
様
で
あ
る

た
め
、
以
下
、
同
法
３
１
４
条
の
７
に

関
す
る
記
載
は
、
特
に
必
要
が
な
い
限

り
省
略
す
る
。）。
こ
れ
に
よ
り
、
上
記

上
限
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
寄
附
金

の
う
ち
上
記
一
定
額
を
超
え
る
部
分
の

全
額
が
、
所
得
税
及
び
個
人
住
民
税
か

ら
控
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
２
）
地
方
団
体
に
よ
る
返
礼
品
の

「
本
件
改
正
法
」
と
い
う
。）
に
よ
る
地

方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
い
わ
ゆ

る
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
個
人
の
道
府

県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
（
以
下
「
個

人
住
民
税
」
と
い
う
。）
に
係
る
特
例

控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
に
つ
い

て
、
所
定
の
基
準
に
適
合
す
る
都
道
府

県
、
市
町
村
又
は
特
別
区
（
以
下
「
地

方
団
体
」
と
総
称
す
る
。）
と
し
て
総

務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
対
す
る
も

の
に
限
ら
れ
る
と
い
う
制
度（
以
下「
本

件
指
定
制
度
」
と
い
う
。）
が
導
入
さ

れ
た
。
本
件
は
、
被
上
告
人
が
上
記
の

指
定
の
申
出
を
し
た
Ｘ
市
に
対
し
て
当

該
指
定
を
し
な
い
旨
の
決
定（
以
下「
本

件
不
指
定
」
と
い
う
。）
を
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
上
告
人
が
、
本
件
不
指
定

は
違
法
な
国
の
関
与
に
当
た
る
と
主
張

し
て
、
地
方
自
治
法
２
５
１
条
の
５
第

１
項
に
基
づ
き
、被
上
告
人
を
相
手
に
、

本
件
不
指
定
の
取
消
し
を
求
め
る
事
案

で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
（
公
知
の
事
実
を
含

む
。）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
概
要

平
成
20
年
法
律
第
21
号
に
よ
る
地
方
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区
域
内
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
）
に

限
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

平
成
29
年
通
知
及
び
平
成
30
年
通
知

を
受
け
て
、
多
く
の
地
方
団
体
は
返
礼

品
の
内
容
を
見
直
し
た
が
、
総
務
省
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成
30
年
11
月
１
日

時
点
に
お
い
て
、
25
地
方
団
体
（
全
体

の
１
・
４
％
）
が
３
割
を
超
え
る
返
礼

割
合
の
返
礼
品
を
提
供
し
、
73
地
方
団

体
（
同
４
・
１
％
）
が
地
場
産
品
以
外

の
返
礼
品
を
提
供
し
て
い
た
。

（
３
）
本
件
指
定
制
度
を
導
入
す
る

法
改
正
の
経
緯

ア　

平
成
30
年
11
月
20
日
に
開
催
さ

れ
た
地
方
財
政
審
議
会
に
お
い
て
、
依

然
と
し
て
一
部
の
地
方
団
体
が
過
度
な

返
礼
品
を
送
付
し
て
多
額
の
寄
附
金
を

得
る
状
況
が
継
続
し
て
い
る
た
め
、
制

度
的
な
対
応
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
し
た
上
で
、
本
件
各
通
知
の
内

容
も
踏
ま
え
、
返
礼
割
合
が
３
割
超
又

は
地
場
産
品
以
外
の
返
礼
品
を
送
付
し

制
度
の
趣
旨
を
ゆ
が
め
て
い
る
よ
う
な

地
方
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
に
つ
い
て

は
、
特
例
控
除
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
と

す
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
と
の
意
見

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

い
う
。）
を
作
成
し
、
本
件
法
律
案
は
、

平
成
31
年
２
月
８
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
後
、内
閣
か
ら
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

総
務
省
が
本
件
法
律
案
の
作
成
に
際

し
て
内
閣
法
制
局
に
提
出
し
た
説
明
資

料
に
は
、
特
例
控
除
の
対
象
と
し
な
い

地
方
団
体
を
指
定
す
る
こ
と
は
、
過
度

な
返
礼
品
の
送
付
を
行
っ
て
い
る
地
方

団
体
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
制

度
を
設
計
す
る
こ
と
と
な
り
、
手
続
保

障
の
面
か
ら
課
題
が
多
い
た
め
、
一
定

の
ル
ー
ル
の
中
で
寄
附
金
の
募
集
を
適

正
に
行
う
地
方
団
体
を
総
務
大
臣
が
指

定
す
る
方
式
に
よ
り
、
特
例
控
除
の
対

象
を
限
定
す
る
こ
と
と
す
る
旨
の
記
載

が
あ
る
。
ま
た
、
総
務
省
が
作
成
し
た

本
件
法
律
案
の
要
綱
に
は
、「
寄
附
金

の
募
集
を
適
正
に
実
施
す
る
こ
と
」
等

の
基
準
に
適
合
す
る
地
方
団
体
と
し
て

総
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
対
す
る

寄
附
金
を
、
特
例
控
除
の
対
象
と
す
る

旨
の
記
載
が
あ
る
。

エ　

総
務
大
臣
等
は
、
国
会
で
の
審

議
に
お
い
て
、
本
件
指
定
制
度
を
導
入

す
る
趣
旨
に
つ
き
、
過
度
な
返
礼
品
の

提
供
や
宣
伝
広
報
を
す
る
一
部
の
地
方

団
体
に
ふ
る
さ
と
納
税
が
集
中
し
て
い

イ　

平
成
30
年
12
月
14
日
に
与
党

（
自
由
民
主
党
及
び
公
明
党
）
に
よ
り

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
平
成
31
年
度
税
制

改
正
大
綱
（
以
下
「
与
党
税
制
改
正
大

綱
」
と
い
う
。）
で
は
、「
過
度
な
返
礼

品
を
送
付
し
、
制
度
の
趣
旨
を
歪
め
て

い
る
よ
う
な
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
外
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
見
直
し

を
行
う
」
と
の
基
本
的
な
考
え
方
と
共

に
、
総
務
大
臣
が
「
寄
附
金
の
募
集
を

適
正
に
実
施
す
る
都
道
府
県
等
」
等
の

所
定
の
基
準
に
適
合
す
る
地
方
団
体
を

特
例
控
除
の
対
象
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
と
し
、
指
定
を
し
た
地
方
団
体
が
基

準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
場

合
等
に
は
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ

た
。
ま
た
、
同
月
21
日
に
閣
議
決
定
が

さ
れ
た
平
成
31
年
度
税
制
改
正
の
大
綱

（
以
下
「
政
府
税
制
改
正
大
綱
」
と
い

う
。）
に
お
い
て
も
、
同
様
の
方
針
が

示
さ
れ
た
。

ウ　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
総
務
省

は
、
本
件
指
定
制
度
の
導
入
等
を
内
容

と
す
る
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
以
下
「
本
件
法
律
案
」
と

る
状
況
を
是
正
す
る
た
め
、
寄
附
金
の

募
集
を
適
正
に
行
う
地
方
団
体
を
ふ
る

さ
と
納
税
の
対
象
と
す
る
よ
う
、
制
度

の
見
直
し
を
行
う
旨
の
答
弁
を
し
た
。

ま
た
、
上
記
審
議
に
お
い
て
、
指
定
に

当
た
り
地
方
団
体
の
過
去
の
募
集
実
績

を
考
慮
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
積
極

及
び
消
極
の
両
方
の
立
場
か
ら
質
問
が

さ
れ
た
が
、
同
大
臣
等
は
、
指
定
に
つ

い
て
は
、
改
正
後
の
法
律
の
規
定
に
基

づ
き
、
募
集
の
適
正
な
実
施
に
係
る
基

準
に
適
合
す
る
地
方
団
体
と
し
て
認
め

ら
れ
る
か
ど
う
か
を
で
き
る
限
り
客
観

的
な
情
報
を
基
に
判
断
し
た
上
で
行
う

必
要
が
あ
る
と
し
た
上
、
指
定
の
基
準

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
中
で

あ
り
、
他
の
既
存
の
寄
附
金
控
除
の
仕

組
み
も
参
考
と
し
つ
つ
、
そ
の
検
討
を

し
た
い
旨
の
答
弁
を
し
た
。

オ　

本
件
法
律
案
は
、
上
記
の
よ
う

な
審
議
を
経
て
、平
成
31
年
３
月
27
日
、

平
成
31
年
法
律
第
２
号（
本
件
改
正
法
）

と
し
て
成
立
し
た
。
本
件
改
正
法
の
う

ち
、
本
件
指
定
制
度
の
導
入
等
を
内
容

と
す
る
地
方
税
法
37
条
の
２
及
び
３
１
４

条
の
７
の
改
正
規
定
（
以
下
「
本
件
改

正
規
定
」
と
い
う
。）
は
、
令
和
元
年
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６
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

（
４
）
本
件
指
定
制
度
の
概
要

ア　

地
方
税
法
（
本
件
改
正
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
も
の
。
以
下
同
じ
。）

37
条
の
２
は
、
概
要
次
の
と
お
り
規
定

す
る
。

（
ア
）
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者

が
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
を
支
出
し
た

場
合
に
は
、
特
例
控
除
を
す
る
も
の
と

す
る
（
１
項
）。

（
イ
）
１
項
の
特
例
控
除
対
象
寄
附

金
と
は
、
同
項
１
号
に
掲
げ
る
地
方
団

体
に
対
す
る
寄
附
金
（
以
下
「
第
１
号

寄
附
金
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。）
で

あ
っ
て
、
次
の
〔
１
〕
の
基
準
（
地
方

団
体
が
返
礼
品
等
（
地
方
団
体
が
第
１

号
寄
附
金
の
受
領
に
伴
い
当
該
第
１
号

寄
附
金
を
支
出
し
た
者
に
対
し
て
提
供

す
る
物
品
、
役
務
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
提
供

す
る
場
合
に
は
、次
の
〔
１
〕
～
〔
３
〕

の
基
準
）
に
適
合
す
る
地
方
団
体
と
し

て
同
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
対
す
る

も
の
を
い
う
（
２
項
柱
書
き
）。

〔
１
〕
地
方
団
体
に
よ
る
第
１
号
寄

附
金
の
募
集
の
適
正
な
実
施
に
係
る
基

（
３
項
。
以
下
、
同
項
に
規
定
す
る
申

出
書
を
単
に
「
申
出
書
」
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。）。

（
エ
）
総
務
大
臣
は
、
指
定
を
し
た

地
方
団
体
に
対
し
、
第
１
号
寄
附
金
の

募
集
の
実
施
状
況
そ
の
他
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
（
５
項
）。

（
オ
）
総
務
大
臣
は
、
指
定
を
し
た

地
方
団
体
が
２
項
に
規
定
す
る
基
準
の

い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認

め
る
と
き
、
又
は
上
記
報
告
を
せ
ず
、

若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き

は
、
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

（
６
項
）。
同
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を

取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら

起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
な
い
地
方
団

体
は
、
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
（
４
項
）。

イ　

地
方
税
法
37
条
の
２
第
３
項
に

規
定
す
る
総
務
省
令
で
あ
る
地
方
税
法

施
行
規
則
１
条
の
16
は
、
指
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
地
方
団
体
は
、
指
定
対
象

期
間
（
毎
年
10
月
１
日
か
ら
翌
年
９
月

30
日
ま
で
の
期
間
）
の
初
日
の
属
す
る

年
の
７
月
１
日
か
ら
同
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
同
項
に
規
定
す
る
申
出
書
及
び

書
類
を
総
務
大
臣
に
提
出
す
べ
き
も
の

と
規
定
す
る
。
た
だ
し
、
令
和
元
年
６

月
１
日
か
ら
同
２
年
９
月
30
日
ま
で
の

期
間
（
以
下
「
初
年
度
」
と
い
う
。）

に
係
る
指
定
に
つ
い
て
は
、
指
定
対
象

期
間
は
原
則
と
し
て
同
元
年
６
月
１
日

か
ら
同
２
年
９
月
30
日
ま
で
、
上
記
の

申
出
書
及
び
書
類
の
提
出
期
間
は
平
成

31
年
４
月
１
日
か
ら
同
月
10
日
ま
で
と

さ
れ
た
（
平
成
31
年
総
務
省
令
第
38
号

附
則
２
条
２
項
）。
な
お
、
こ
れ
に
関

連
し
て
、
本
件
改
正
規
定
の
施
行
の
日

（
令
和
元
年
６
月
１
日
）
前
に
お
い
て

も
、
申
出
書
の
提
出
及
び
こ
れ
に
対
す

る
指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
地

方
団
体
は
同
日
に
お
い
て
指
定
を
受
け

た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
さ
れ
た
（
本

件
改
正
法
附
則
２
条
５
項
、
６
項
）。

（
５
）
本
件
告
示
の
概
要

総
務
大
臣
は
、平
成
31
年
４
月
１
日
、

地
方
税
法
37
条
の
２
第
２
項
に
基
づ

き
、
募
集
適
正
基
準
等
を
定
め
る
告
示

（
平
成
31
年
総
務
省
告
示
第
１
７
９
号
。

以
下「
本
件
告
示
」と
い
う
。）を
発
し
、

令
和
元
年
６
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
こ

と
と
し
た
。

準
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準

（
２
項
柱
書
き
。以
下「
募
集
適
正
基
準
」

と
い
う
。）

〔
２
〕
地
方
団
体
が
個
別
の
第
１
号

寄
附
金
の
受
領
に
伴
い
提
供
す
る
返
礼

品
等
の
調
達
に
要
す
る
費
用
の
額
と
し

て
総
務
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
額
が
、
い
ず
れ
も
当
該
地
方

団
体
が
受
領
す
る
当
該
第
１
号
寄
附
金

の
額
の
１
０
０
分
の
30
に
相
当
す
る
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
（
２
項
１
号
）

〔
３
〕
地
方
団
体
が
提
供
す
る
返
礼

品
等
が
当
該
地
方
団
体
の
区
域
内
に
お

い
て
生
産
さ
れ
た
物
品
又
は
提
供
さ
れ

る
役
務
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
２
項

２
号
。
以
下
、
上
記
〔
２
〕
の
基
準
と

併
せ
て「
法
定
返
礼
品
基
準
」と
い
う
。）

（
ウ
）
２
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以

下
、
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。）
を
受

け
よ
う
と
す
る
地
方
団
体
は
、
総
務
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
所
定
の

事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
に
、
同
項
に

規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
こ
れ
を
総

務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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本
件
告
示
の
う
ち
、
募
集
適
正
基
準

に
係
る
部
分
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

ア　

本
件
告
示
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
が
、
ふ
る
さ
と
や
お
世
話
に
な
っ

た
地
方
団
体
に
感
謝
し
、
若
し
く
は
応

援
す
る
気
持
ち
を
伝
え
、
又
は
税
の
使

い
み
ち
を
自
ら
の
意
思
で
決
め
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
創

設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、そ
の
適
切
な
運
用
に
資
す
る
た
め
、

指
定
に
係
る
基
準
等
を
定
め
る
も
の
と

す
る
（
本
件
告
示
１
条
）。

イ　

地
方
税
法
37
条
の
２
第
２
項
に

規
定
す
る
第
１
号
寄
附
金
の
募
集
の
適

正
な
実
施
に
係
る
基
準
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る

（
本
件
告
示
２
条
柱
書
き
）。

（
ア
）
第
１
号
寄
附
金
の
募
集
と
し

て
、
特
定
の
者
に
経
済
的
利
益
の
供
与

を
行
う
こ
と
を
約
し
て
寄
附
者
を
紹
介

さ
せ
る
方
法
そ
の
他
の
不
当
な
方
法
に

よ
る
募
集
、
返
礼
品
等
を
強
調
し
た
寄

附
者
を
誘
引
す
る
た
め
の
宣
伝
広
告
、

適
切
な
寄
附
先
の
選
択
を
阻
害
す
る
よ

う
な
表
現
を
用
い
た
情
報
提
供
及
び
当

該
地
方
団
体
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

し
た
。
こ
の
う
ち
平
成
29
年
度
及
び
同

30
年
度
の
受
領
額
は
、
い
ず
れ
も
全
地

方
団
体
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
。

イ　

Ｘ
市
の
申
出
（
後
記
ウ
）
に
よ

れ
ば
、
平
成
30
年
11
月
１
日
か
ら
同
31

年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、

同
市
の
寄
附
金
の
受
領
額
は
約

３
３
２
億
円
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
同
市

が
提
供
し
た
１
０
２
６
品
目
の
返
礼
品

の
返
礼
割
合
は
い
ず
れ
も
３
割
を
超
え

（
平
均
43
・
５
％
）、
そ
の
う
ち
７
４
５

品
目
は
地
場
産
品
で
は
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。

Ｘ
市
は
、
上
記
期
間
中
の
平
成
30
年

12
月
及
び
同
31
年
２
月
か
ら
同
年
３
月

ま
で
の
間
、「
１
０
０
億
円
還
元
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
等
と
称
し
、
従
来
の
返
礼

品
に
加
え
て
寄
附
金
額
の
３
～
20
％
相

当
の
ア
マ
ゾ
ン
ギ
フ
ト
券
（
電
子
商
取

引
サ
イ
ト
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
に
お
い
て

取
り
扱
わ
れ
る
商
品
等
の
購
入
に
利
用

で
き
る
も
の
）
を
交
付
す
る
と
し
て
、

寄
附
金
の
募
集
を
し
た
。
ま
た
、
同
市

は
、
同
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年
５

月
31
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、

「
３
０
０
億
円
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

「
Ｘ
史
上
、
最
大
で
最
後
の
大
キ
ャ
ン

る
者
に
対
す
る
返
礼
品
等
の
提
供
を
行

わ
な
い
こ
と
（
１
号
）

（
イ
）
各
年
度
に
お
い
て
第
１
号
寄

附
金
の
募
集
に
要
し
た
費
用
の
合
計
額

が
、
原
則
と
し
て
、
当
該
各
年
度
に
お

い
て
受
領
し
た
第
１
号
寄
附
金
の
合
計

額
の
５
割
以
下
で
あ
る
こ
と
（
２
号
）

（
ウ
）
平
成
30
年
11
月
１
日
か
ら
申

出
書
を
提
出
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
本

件
告
示
１
条
に
規
定
す
る
趣
旨
に
反
す

る
方
法
に
よ
り
他
の
地
方
団
体
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
第
１
号
寄
附

金
の
募
集
を
行
い
、
当
該
趣
旨
に
沿
っ

た
方
法
に
よ
る
第
１
号
寄
附
金
の
募
集

を
行
う
他
の
地
方
団
体
に
比
し
て
著
し

く
多
額
の
第
１
号
寄
附
金
を
受
領
し
た

地
方
団
体
で
な
い
こ
と
（
３
号
）

（
６
）
Ｘ
市
に
よ
る
寄
附
金
の
募
集

の
態
様
及
び
本
件
不
指
定
の
経
緯

ア　

Ｘ
市
に
お
け
る
寄
附
金
の
受
領

額
は
、
平
成
23
年
度
ま
で
は
年
間

１
０
０
０
万
円
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
が
、
寄
附
金
の
受
入
れ
の
た
め
の
取

組
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
同
27
年
度
に

約
12
億
円
、
同
28
年
度
に
約
35
億
円
、

同
29
年
度
に
約
１
３
５
億
円
、
同
30
年

度
に
約
４
９
８
億
円
と
、
大
幅
に
増
加

ペ
ー
ン
」
等
と
称
し
、
従
来
の
返
礼
品

に
加
え
て
寄
附
金
額
の
10
～
40
％
相
当

の
ア
マ
ゾ
ン
ギ
フ
ト
券
を
交
付
す
る
と

し
て
、
寄
附
金
の
募
集
を
し
た
。

ウ　

Ｘ
市
は
、
平
成
31
年
４
月
５
日

付
け
で
、
被
上
告
人
に
対
し
、
初
年
度

に
係
る
指
定
の
申
出
（
以
下
「
本
件
指

定
申
出
」
と
い
う
。）
を
し
た
。
そ
の

申
出
書
に
は
、
返
礼
品
等
の
提
供
の
有

無
に
つ
き「
返
礼
品
等
を
提
供
し
な
い
」

の
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
が
さ
れ
て
お
り
、
指

定
対
象
期
間
に
提
供
す
る
返
礼
品
等
の

内
容
に
関
す
る
書
類
は
添
付
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

エ　

Ｘ
市
は
、平
成
31
年
４
月
11
日
、

記
者
会
見
を
開
き
、
返
礼
品
の
改
善
に

つ
い
て
日
程
的
に
事
業
者
と
の
調
整
が

で
き
ず
、
一
旦
返
礼
品
を
送
付
し
な
い

と
い
う
申
出
を
し
た
が
、
返
礼
品
を
送

ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
旨
や
、
時
間
的

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
返
礼
品
の

リ
ス
ト
を
提
出
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

を
後
か
ら
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
る
と

聞
い
て
い
る
旨
等
を
説
明
し
た
。

オ　

被
上
告
人
は
、
本
件
指
定
申
出

に
つ
き
、
令
和
元
年
５
月
14
日
付
け
で

本
件
不
指
定
を
し
た
。
本
件
不
指
定
の
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通
知
書
に
は
、
本
件
不
指
定
の
理
由
と

し
て
次
の
３
点
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

〔
１
〕
Ｘ
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
地
方

税
法
37
条
の
２
第
３
項
に
規
定
す
る
申

出
書
及
び
添
付
書
類
の
内
容
が
同
条
２

項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証

す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
（
以
下

「
不
指
定
理
由
〔
１
〕」
と
い
う
。）

〔
２
〕
平
成
30
年
11
月
１
日
か
ら
申

出
書
を
提
出
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
返

礼
割
合
が
３
割
超
又
は
地
場
産
品
以
外

の
返
礼
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
寄

附
金
の
募
集
を
行
い
、
著
し
く
多
額
の

寄
附
金
を
受
領
し
て
お
り
、
本
件
告
示

２
条
３
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
（
以
下

「
不
指
定
理
由
〔
２
〕」
と
い
う
。）

〔
３
〕
現
に
Ｘ
市
が
実
施
し
て
い
る

寄
附
金
の
募
集
の
取
組
の
状
況
に
鑑

み
、
地
方
税
法
37
条
の
２
第
２
項
各
号

に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
団
体
と
し

て
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
（
以
下
「
不

指
定
理
由
〔
３
〕」
と
い
う
。）

（
７
）
本
件
訴
え
に
至
る
経
緯

ア　

上
告
人
は
、
令
和
元
年
６
月
10

日
、
本
件
不
指
定
に
不
服
が
あ
る
と
し

て
、
地
方
自
治
法
２
５
０
条
の
13
第
１

項
に
基
づ
き
、
国
地
方
係
争
処
理
委
員

訴
え
を
提
起
し
た
。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
本
件
告
示
２
条
３
号
の

規
定
は
地
方
税
法
37
条
の
２
第
２
項
の

委
任
の
範
囲
内
で
定
め
ら
れ
た
適
法
な

も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
上
で
、
Ｘ
市

は
本
件
告
示
２
条
３
号
に
定
め
る
基
準

を
満
た
さ
ず
指
定
の
要
件
を
欠
く
か

ら
、
不
指
定
理
由
〔
２
〕
に
は
理
由
が

あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
本
件
不
指
定
は

適
法
で
あ
る
と
し
て
、
上
告
人
の
請
求

を
棄
却
し
た
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
ア　

地
方
税
法
37
条
の
２
第

２
項
は
、
指
定
の
基
準
の
う
ち
「
都
道

府
県
等
に
よ
る
第
１
号
寄
附
金
の
募
集

の
適
正
な
実
施
に
係
る
基
準
」
の
策
定

を
総
務
大
臣
に
委
ね
て
お
り
、
同
大
臣

は
、
こ
の
委
任
に
基
づ
い
て
、
募
集
適

正
基
準
の
一
つ
と
し
て
本
件
告
示
２
条

３
号
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

地
方
自
治
法
２
４
５
条
の
２
は
、
普
通

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
事
務
の
処
理

に
関
し
、
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政

令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
普
通
地
方
公
共

団
体
に
対
す
る
国
又
は
都
道
府
県
の
関

与
（
同
法
２
４
５
条
）
を
受
け
、
又
は

要
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

す
る
関
与
の
法
定
主
義
を
規
定
す
る
と

こ
ろ
、
本
件
告
示
２
条
３
号
は
、
普
通

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
の
関
与
に

当
た
る
指
定
の
基
準
を
定
め
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
関
与
の
法
定
主
義
に
鑑
み

て
も
、
そ
の
策
定
に
は
法
律
上
の
根
拠

を
要
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
告
示
２
条
３
号

の
規
定
が
地
方
税
法
37
条
の
２
第
２
項

の
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
逸
脱
す
る
部
分
は

違
法
な
も
の
と
し
て
効
力
を
有
し
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

イ
（
ア
）
本
件
告
示
２
条
３
号
は
、

本
件
指
定
申
出
の
よ
う
に
初
年
度
に
つ

い
て
本
件
改
正
規
定
の
施
行
の
日
（
令

和
元
年
６
月
１
日
）
よ
り
前
に
申
出
書

が
提
出
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
み
れ

ば
、
本
件
改
正
規
定
の
施
行
前
の
一
定

期
間
に
お
い
て
同
号
に
定
め
る
寄
附
金

の
募
集
及
び
受
領
を
し
た
地
方
団
体
に

つ
い
て
、
一
律
に
指
定
の
基
準
を
満
た

さ
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
同
号
は
、
当
該
期
間
に
お
け
る
寄

会
に
対
し
、
被
上
告
人
を
相
手
方
と
す

る
審
査
の
申
出
を
し
た
。

イ　

上
記
委
員
会
は
、
令
和
元
年
９

月
３
日
付
け
で
、
地
方
自
治
法
２
５
０

条
の
14
第
１
項
に
基
づ
き
、
被
上
告
人

に
対
し
、不
指
定
理
由〔
１
〕及
び〔
２
〕

は
指
定
を
し
な
い
こ
と
の
根
拠
と
な
ら

ず
、
不
指
定
理
由
〔
３
〕
に
つ
い
て
は

更
に
検
討
を
要
す
る
状
況
に
あ
る
と
し

て
、
本
件
指
定
申
出
に
つ
い
て
再
度
の

検
討
を
行
っ
た
上
で
そ
の
結
果
を
理
由

と
共
に
上
告
人
に
通
知
す
る
こ
と
を
勧

告
し
た
。

ウ　

被
上
告
人
は
、
令
和
元
年
10
月

３
日
付
け
で
、
上
告
人
に
対
し
、
上
記

の
勧
告
を
受
け
て
本
件
指
定
申
出
に
つ

い
て
再
度
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
不

指
定
理
由
〔
１
〕
に
つ
い
て
は
独
立
し

た
理
由
と
し
て
は
扱
わ
な
い
こ
と
と
す

る
が
、不
指
定
理
由
〔
２
〕
及
び
〔
３
〕

に
つ
い
て
は
判
断
を
維
持
す
る
と
し

て
、
本
件
不
指
定
の
判
断
を
維
持
す
る

こ
と
と
し
た
旨
の
通
知
を
し
た
。

エ　

上
告
人
は
、
被
上
告
人
の
上
記

の
措
置
に
不
服
が
あ
る
と
し
て
、
令
和

元
年
11
月
１
日
、
地
方
自
治
法
２
５
１

条
の
５
第
１
項
２
号
に
基
づ
き
、
本
件
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附
金
の
募
集
の
方
法
及
び
寄
附
金
の
受

領
額
を
、
他
の
地
方
団
体
へ
の
影
響
又

は
他
の
地
方
団
体
と
の
比
較
と
い
う
観

点
か
ら
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
に
照
ら
せ
ば
、
本

件
告
示
２
条
３
号
（
た
だ
し
、
本
件
改

正
規
定
の
施
行
前
に
お
け
る
寄
附
金
の

募
集
及
び
受
領
に
つ
い
て
定
め
る
部
分

を
い
う
。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り

同
じ
。）
は
、
被
上
告
人
が
主
張
す
る

と
お
り
、
本
件
指
定
制
度
の
導
入
に
当

た
り
、
そ
の
導
入
前
に
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
方
法
に
よ
り
寄

附
金
の
募
集
を
行
い
、
著
し
く
多
額
の

寄
附
金
を
受
領
し
て
い
た
地
方
団
体
に

つ
い
て
、
他
の
地
方
団
体
と
の
公
平
性

を
確
保
し
そ
の
納
得
を
得
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
特
例
控
除
の
対
象
と
な
る
寄

附
金
の
寄
附
先
と
し
て
の
適
格
性
を
欠

く
も
の
と
し
て
、
指
定
を
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
と
す
る
趣
旨
に
出
た
も
の
と
解

さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う

な
地
方
団
体
に
つ
い
て
は
、
本
件
改
正

規
定
の
施
行
前
に
お
け
る
募
集
実
績
自

体
を
理
由
に
、
指
定
対
象
期
間
に
お
い

て
寄
附
金
の
募
集
を
適
正
に
行
う
見
込

み
が
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
指

わ
な
く
て
も
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け

る
法
律
上
の
根
拠
が
な
い
た
め
、
そ
の

不
利
益
な
取
扱
い
を
禁
止
す
る
こ
と
に

あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
本
件

告
示
２
条
３
号
は
、
上
記
の
と
お
り
地

方
団
体
が
本
件
改
正
規
定
の
施
行
前
に

お
け
る
返
礼
品
の
提
供
の
態
様
を
理
由

に
指
定
の
対
象
外
と
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

実
質
的
に
は
、
同
大
臣
に
よ
る
技
術
的

な
助
言
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由

と
す
る
不
利
益
な
取
扱
い
を
定
め
る
側

面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
。
そ
の

よ
う
な
取
扱
い
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が

法
律
上
の
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

場
合
、
す
な
わ
ち
、
同
号
が
地
方
税
法

の
委
任
の
範
囲
内
で
定
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
場
合
に
は
、
直
ち
に
地
方
自
治

法
２
４
７
条
３
項
に
違
反
す
る
と
ま
で

は
い
え
な
い
も
の
の
、
同
項
の
趣
旨
も

考
慮
す
る
と
、
本
件
告
示
２
条
３
号
が

地
方
税
法
37
条
の
２
第
２
項
の
委
任
の

範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い

う
た
め
に
は
、
前
記
（
ア
）
の
よ
う
な

趣
旨
の
基
準
の
策
定
を
委
任
す
る
授
権

の
趣
旨
が
、
同
法
の
規
定
等
か
ら
明
確

に
読
み
取
れ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と

定
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
す
る
も
の

と
い
え
る
。

そ
し
て
、
本
件
告
示
２
条
３
号
に
い

う
本
件
告
示
１
条
に
規
定
す
る
趣
旨
に

反
す
る
方
法
と
は
、
本
件
指
定
制
度
の

導
入
の
経
緯
等
に
照
ら
し
、
主
と
し
て

返
礼
品
の
提
供
の
態
様
を
指
す
も
の
と

解
さ
れ
る
か
ら
、
同
号
は
、
地
方
団
体

が
本
件
改
正
規
定
の
施
行
前
に
お
け
る

返
礼
品
の
提
供
の
態
様
を
理
由
に
指
定

の
対
象
外
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と

を
定
め
る
も
の
と
い
え
る
。

（
イ
）
と
こ
ろ
で
、
本
件
改
正
規
定

の
施
行
前
に
お
い
て
は
、
返
礼
品
の
提

供
に
つ
い
て
特
に
定
め
る
法
令
上
の
規

制
は
存
在
せ
ず
、
総
務
大
臣
に
よ
り
地

方
自
治
法
２
４
５
条
の
４
第
１
項
の
技

術
的
な
助
言
で
あ
る
本
件
各
通
知
が
発

せ
ら
れ
て
い
た
に
と
ど
ま
る
。
同
法

２
４
７
条
３
項
は
、
国
の
職
員
は
普
通

地
方
公
共
団
体
が
国
の
行
政
機
関
が

行
っ
た
助
言
等
に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と

を
理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
扱
い
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
と
こ
ろ
、

そ
の
趣
旨
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
は

助
言
等
に
従
っ
て
事
務
を
処
理
す
べ
き

法
律
上
の
義
務
を
負
わ
ず
、
こ
れ
に
従

い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
、
本
件
告
示
２
条
３
号
の
効
力
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

ア　

ま
ず
、法
文
の
文
理
を
み
る
と
、

地
方
税
法
37
条
の
２
第
１
項
及
び
２
項

柱
書
き
は
、「
都
道
府
県
等
に
よ
る
第

１
号
寄
附
金
の
募
集
の
適
正
な
実
施
に

係
る
基
準
」
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
地
方
団
体
と
し
て

同
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
対
す
る
寄

附
金
が
、
特
例
控
除
対
象
寄
附
金
と
し

て
特
例
控
除
の
対
象
と
な
る
も
の
と
規

定
し
て
お
り
、
上
記
の
「
都
道
府
県
等

に
よ
る
第
１
号
寄
附
金
の
募
集
」と
は
、

指
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
例
控

除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
の
募
集
（
す

な
わ
ち
、
指
定
対
象
期
間
に
お
け
る
寄

附
金
の
募
集
）
を
意
味
し
、
ま
た
、「
募

集
の
適
正
な
実
施
に
係
る
基
準
」と
は
、

そ
の
寄
附
金
の
募
集
の
実
施
の
態
様
が

適
正
か
否
か
に
つ
い
て
の
基
準
を
意
味

す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
募
集
適
正
基
準

と
は
、
文
理
上
、
指
定
対
象
期
間
に
お

け
る
寄
附
金
の
募
集
の
態
様
に
係
る
基

準
で
あ
っ
て
、
指
定
対
象
期
間
に
お
い
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て
寄
附
金
の
募
集
を
適
正
に
実
施
す
る

地
方
団
体
か
否
か
を
判
定
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、〔
１
〕
同

条
２
項
１
号
及
び
２
号
に
お
い
て
募
集

適
正
基
準
と
並
ぶ
指
定
の
基
準
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
る
法
定
返
礼
品
基
準

が
、
そ
の
文
理
上
、
い
ず
れ
も
指
定
対

象
期
間
に
お
け
る
返
礼
品
等
の
提
供
に

関
す
る
基
準
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
こ
と

や
、〔
２
〕
同
条
６
項
で
は
、
同
大
臣

は
指
定
を
し
た
地
方
団
体
が
同
条
２
項

に
規
定
す
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合

し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
指
定

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、同
項
に
規
定
す
る
基
準
が
、

指
定
の
際
に
は
こ
れ
に
適
合
す
る
と
認

め
ら
れ
て
も
指
定
対
象
期
間
中
に
適
合

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
内
容

の
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
と
解

さ
れ
る
こ
と
と
も
整
合
的
で
あ
る
。

他
方
、
地
方
税
法
37
条
の
２
第
２
項

柱
書
き
の
募
集
適
正
基
準
に
つ
い
て
、

同
項
の
文
理
上
、
他
の
地
方
団
体
と
の

公
平
性
を
確
保
し
そ
の
納
得
を
得
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
本
件
改
正
規
定
の
施

行
前
に
お
け
る
募
集
実
績
自
体
を
も
っ

保
す
る
必
要
が
あ
り
、
法
律
で
全
て
詳

細
に
定
め
る
の
は
適
当
で
は
な
い
こ
と

に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

他
方
、
本
件
指
定
制
度
の
導
入
に
当

た
り
、
そ
の
導
入
前
に
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
方
法
に
よ
り
著

し
く
多
額
の
寄
附
金
を
受
領
し
て
い
た

地
方
団
体
に
つ
い
て
、
他
の
地
方
団
体

と
の
公
平
性
を
確
保
し
そ
の
納
得
を
得

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
特
例
控
除
の
対

象
と
し
な
い
も
の
と
す
る
基
準
を
設
け

る
か
否
か
は
、
立
法
者
に
お
い
て
主
と

し
て
政
治
的
、
政
策
的
観
点
か
ら
判
断

す
べ
き
性
質
の
事
柄
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
基
準
は
、
上
記
地
方
団
体

に
つ
い
て
、本
件
指
定
制
度
の
下
で
は
、

新
た
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
従
っ
て
寄

附
金
の
募
集
を
行
う
か
否
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
一
律
に
指
定
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
指
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
地
方
団
体
の
地
位
に

継
続
的
に
重
大
な
不
利
益
を
生
じ
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
基
準
は
、

総
務
大
臣
の
専
門
技
術
的
な
裁
量
に
委

ね
る
の
が
適
当
な
事
柄
と
は
い
い
難
い

し
、
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
柔
軟
性

の
確
保
が
問
題
と
な
る
事
柄
で
も
な
い

か
ら
、
そ
の
策
定
に
つ
い
て
ま
で
上
記

の
委
任
の
趣
旨
が
妥
当
す
る
と
は
い
え

ず
、
地
方
税
法
が
、
総
務
大
臣
に
対
し
、

同
大
臣
限
り
で
そ
の
よ
う
な
基
準
を
定

め
る
こ
と
を
委
ね
た
も
の
と
当
然
に
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。

ウ　

さ
ら
に
、
本
件
法
律
案
の
作
成

の
経
緯
（
前
記
２
（
３
）
ア
～
ウ
）
を

み
る
と
、
本
件
指
定
制
度
は
、
過
度
な

返
礼
品
を
送
付
し
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
趣
旨
を
ゆ
が
め
て
い
る
よ
う
な
地
方

団
体
を
特
例
控
除
の
対
象
外
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
の
基
本
的

な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
制
度
設
計
が

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
与
党
税
制
改

正
大
綱
及
び
政
府
税
制
改
正
大
綱
に
お

い
て
は
、
総
務
大
臣
は
「
寄
附
金
の
募

集
を
適
正
に
実
施
す
る
都
道
府
県
等
」

と
い
う
基
準
に
適
合
す
る
地
方
団
体
を

特
例
控
除
の
対
象
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
内
閣
法
制
局
に
も

同
様
の
説
明
が
さ
れ
、
本
件
法
律
案
の

要
綱
に
お
い
て
も
「
寄
附
金
の
募
集
を

適
正
に
実
施
す
る
こ
と
」
を
指
定
の
基

準
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
法
律
案
は
、

て
指
定
を
受
け
る
適
格
性
を
欠
く
も
の

と
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
解
す

る
の
は
困
難
で
あ
り
、
同
法
の
他
の
規

定
中
に
も
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
根
拠

と
な
る
べ
き
も
の
は
存
在
し
な
い
。
か

え
っ
て
、
上
記
募
集
実
績
自
体
を
も
っ

て
指
定
を
受
け
る
適
格
性
を
欠
く
も
の

と
す
る
こ
と
は
、
地
方
団
体
が
本
件
改

正
規
定
の
施
行
後
の
行
為
を
理
由
に
指

定
を
取
り
消
さ
れ
て
も
、
そ
の
取
消
し

の
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
れ
ば
指
定
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
（
同
条

４
項
、
６
項
）
と
、
均
衡
を
欠
く
も
の

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

イ　

次
に
、
委
任
の
趣
旨
に
つ
い
て

み
る
と
、
地
方
税
法
37
条
の
２
第
２
項

が
総
務
大
臣
に
対
し
て
指
定
の
基
準
の

う
ち
募
集
適
正
基
準
等
の
内
容
を
定
め

る
こ
と
を
委
ね
た
の
は
、
寄
附
金
の
募

集
の
態
様
や
提
供
さ
れ
る
返
礼
品
等
の

内
容
を
規
律
す
る
具
体
的
な
基
準
の
策

定
に
つ
い
て
は
、
地
方
行
政
・
地
方
財

政
・
地
方
税
制
や
地
方
団
体
の
実
情
等

に
通
じ
た
同
大
臣
の
専
門
技
術
的
な
裁

量
に
委
ね
る
の
が
適
当
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
基
準
は

状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
柔
軟
性
を
確
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具
体
的
に
は
、
新
制
度
の
下
に
お
い
て

は
、
寄
附
金
の
募
集
を
適
正
に
実
施
す

る
地
方
団
体
の
み
を
指
定
の
対
象
と

し
、
指
定
対
象
期
間
中
に
基
準
に
適
合

し
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
指
定
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
当
該
制
度
の
趣
旨
を
ゆ
が
め

る
よ
う
な
返
礼
品
の
提
供
を
行
う
地
方

団
体
を
特
例
控
除
の
対
象
外
と
す
る
と

い
う
方
針
を
採
る
も
の
と
し
て
作
ら

れ
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
い
え

る
。
他
方
、
本
件
法
律
案
に
つ
い
て
、

過
去
に
制
度
の
趣
旨
を
ゆ
が
め
る
よ
う

な
返
礼
品
の
提
供
を
行
っ
た
地
方
団
体

を
新
制
度
の
下
で
特
例
控
除
の
対
象
外

と
す
る
と
い
う
方
針
を
採
る
も
の
と
し

て
作
ら
れ
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と

は
う
か
が
わ
れ
な
い
。

そ
し
て
、
国
会
に
お
け
る
本
件
法
律

案
の
審
議
の
過
程
（
前
記
２
（
３
）
エ
）

を
み
て
も
、
総
務
大
臣
等
の
答
弁
に
お

い
て
、
寄
附
金
の
募
集
を
適
正
に
行
う

地
方
団
体
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
と

す
る
よ
う
制
度
の
見
直
し
を
行
う
と
説

明
す
る
一
方
で
、
指
定
に
当
た
り
地
方

団
体
の
過
去
の
募
集
実
績
を
考
慮
す
る

か
否
か
が
明
確
に
さ
れ
た
と
は
い
い
難

施
行
前
に
お
け
る
寄
附
金
の
募
集
及
び

受
領
に
つ
い
て
定
め
る
部
分
は
、
地
方

税
法
37
条
の
２
第
２
項
及
び
３
１
４
条

の
７
第
２
項
の
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し

た
違
法
な
も
の
と
し
て
無
効
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

（
３
）
し
た
が
っ
て
、
初
年
度
に
係

る
本
件
指
定
申
出
に
つ
き
、
不
指
定
理

由
〔
２
〕、
す
な
わ
ち
Ｘ
市
が
本
件
告

示
２
条
３
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
理

由
と
し
て
指
定
を
し
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

５　

そ
こ
で
、
更
に
不
指
定
理
由

〔
３
〕
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
１
）
地
方
団
体
が
指
定
の
申
出
の

際
に
返
礼
品
等
を
提
供
す
る
と
申
述
し

た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
対

す
る
指
定
の
効
果
は
同
一
で
あ
り
、
返

礼
品
等
を
提
供
し
な
い
旨
申
述
し
て
指

定
を
受
け
た
地
方
団
体
が
実
際
に
は
返

礼
品
等
を
提
供
し
て
寄
附
金
を
受
領
し

て
も
、
当
該
寄
附
金
が
特
例
控
除
の
対

象
と
な
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ

う
す
る
と
、
地
方
団
体
が
指
定
の
申
出

の
際
に
返
礼
品
等
を
提
供
し
な
い
旨
申

述
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
総
務
大
臣

は
、
客
観
的
に
当
該
地
方
団
体
が
返
礼

く
、
少
な
く
と
も
、
募
集
適
正
基
準
の

内
容
と
し
て
、
他
の
地
方
団
体
と
の
公

平
性
を
確
保
し
そ
の
納
得
を
得
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
本
件
改
正
規
定
の
施
行

前
に
お
け
る
募
集
実
績
自
体
を
も
っ
て

指
定
を
受
け
る
適
格
性
を
欠
く
も
の
と

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
が
明

示
的
に
説
明
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

そ
う
す
る
と
、本
件
法
律
案
に
つ
き
、

国
会
に
お
い
て
、
募
集
適
正
基
準
が
上

記
観
点
か
ら
本
件
改
正
規
定
の
施
行
前

に
お
け
る
募
集
実
績
自
体
を
も
っ
て
指

定
を
受
け
る
適
格
性
を
欠
く
も
の
と
す

る
趣
旨
を
含
む
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た

上
で
審
議
さ
れ
、
そ
の
前
提
に
お
い
て

可
決
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。

エ　

以
上
に
よ
れ
ば
、
地
方
税
法
37

条
の
２
第
２
項
に
つ
き
、
関
係
規
定
の

文
理
や
総
務
大
臣
に
対
す
る
委
任
の
趣

旨
等
の
ほ
か
、
立
法
過
程
に
お
け
る
議

論
を
し
ん
し
ゃ
く
し
て
も
、前
記
（
１
）

イ
（
ア
）
の
よ
う
な
趣
旨
の
基
準
の
策

定
を
委
任
す
る
授
権
の
趣
旨
が
明
確
に

読
み
取
れ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
告
示
２
条
３

号
の
規
定
の
う
ち
、
本
件
改
正
規
定
の

品
等
を
提
供
す
る
場
合
に
当
た
る
か
否

か
を
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
更
に
法
定
返

礼
品
基
準
へ
の
適
合
性
を
審
査
の
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。

こ
れ
を
本
件
指
定
申
出
に
つ
い
て
み

る
と
、
Ｘ
市
は
、
記
者
会
見
に
お
い
て
、

返
礼
品
等
を
提
供
し
な
い
旨
申
述
し
た

の
は
事
業
者
と
の
調
整
等
が
時
間
的
に

間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
な
ど

と
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
（
前
記

２
（
６
）
エ
）、
同
市
に
は
客
観
的
に

返
礼
品
等
を
提
供
す
る
予
定
が
あ
っ
た

と
い
い
得
る
か
ら
、
被
上
告
人
が
法
定

返
礼
品
基
準
へ
の
適
合
性
を
審
査
の
対

象
と
し
た
こ
と
に
違
法
が
あ
る
と
は
い

え
な
い
。

（
２
）
不
指
定
理
由
〔
３
〕
は
、
現

に
Ｘ
市
が
実
施
し
て
い
る
寄
附
金
の
募

集
の
取
組
の
状
況
に
鑑
み
、
法
定
返
礼

品
基
準
に
適
合
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な

い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
Ｘ
市
は
、
多
く
の
地
方
団

体
が
自
律
的
に
返
礼
品
の
見
直
し
を
進

め
る
中
で
、
返
礼
割
合
が
高
く
か
つ
地

場
産
品
以
外
の
も
の
を
含
む
返
礼
品
の
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提
供
を
続
け
た
上
、
本
件
改
正
法
が
成

立
し
た
後
も
、
本
件
改
正
規
定
の
施
行

直
前
ま
で
の
予
定
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
称
し
、
従
来
の
返
礼
品
に
加
え
て
ア

マ
ゾ
ン
ギ
フ
ト
券
を
交
付
す
る
と
し

て
、
返
礼
品
を
強
調
し
た
寄
附
金
の
募

集
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
本
件
不
指
定
に
至
る

ま
で
の
同
市
の
返
礼
品
の
提
供
の
態
様

は
、
社
会
通
念
上
節
度
を
欠
い
て
い
た

と
評
価
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
も
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
従
前
は
返
礼
品
の
提
供
に

つ
い
て
特
に
定
め
る
法
令
上
の
規
制
が

存
在
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
本
件
改

正
規
定
に
よ
り
、
法
定
返
礼
品
基
準
が

法
定
さ
れ
、
指
定
を
受
け
た
地
方
団
体

が
こ
れ
に
反
し
た
場
合
に
は
指
定
の
取

消
し
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
後
２
年
間

は
指
定
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う

法
令
上
の
規
制
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
本
件
改
正
規
定
の
施
行
の

前
後
で
は
地
方
団
体
の
行
動
を
評
価
す

る
前
提
を
異
に
し
て
お
り
、
同
施
行
前

に
お
け
る
Ｘ
市
の
返
礼
品
の
提
供
の
態

様
を
も
っ
て
、
同
施
行
後
に
お
い
て
も

同
市
が
同
様
の
態
様
に
よ
り
返
礼
品
等

は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論
旨
は

こ
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
理
由
が

あ
り
、
原
判
決
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。

そ
し
て
、
以
上
に
説
示
し
た
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
、
上
告
人
の
請
求
は
理
由
が
あ

る
か
ら
、こ
れ
を
認
容
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
な
お
、

裁
判
官
宮
崎
裕
子
、
同
林
景
一
の
各
補

足
意
見
が
あ
る
。

裁
判
官
宮
崎
裕
子
の
補
足
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
法
廷
意
見
に
賛
成
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
、
本
件
の
背

景
に
あ
る
い
く
つ
か
の
問
題
を
俯
瞰
し

つ
つ
補
足
し
て
お
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、「
ふ
る
さ

と
や
お
世
話
に
な
っ
た
地
方
団
体
に
感

謝
し
、
若
し
く
は
応
援
す
る
気
持
ち
を

伝
え
、
又
は
税
の
使
い
み
ち
を
自
ら
の

意
思
で
決
め
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ

と
を
趣
旨
と
し
て
創
設
さ
れ
た
制
度
」

で
あ
る
こ
と
は
本
件
告
示
の
中
で
も
触

れ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、「
ふ

る
さ
と
や
お
世
話
に
な
っ
た
地
方
団
体

に
感
謝
し
、
若
し
く
は
応
援
す
る
気
持

ち
を
伝
え
」
と
い
う
部
分
は
、
こ
の
制

度
に
基
づ
い
て
地
方
団
体
が
受
け
取
る

も
の
は
寄
附
金
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
の
に
対

し
て
、「
税
の
使
い
み
ち
を
自
ら
の
意

思
で
決
め
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ

と
」
と
い
う
部
分
は
、
こ
の
制
度
に
基

づ
い
て
地
方
団
体
が
受
け
取
る
も
の
は

実
質
的
に
は
税
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
一
定
の
限
度
で
税
の
配
分
を
納

税
者
の
意
思
で
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
者
の

趣
旨
と
は
前
提
を
異
に
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

も
し
地
方
団
体
が
受
け
取
る
も
の
が

税
な
の
で
あ
れ
ば
、
地
方
団
体
が
そ
の

対
価
や
お
礼
を
納
税
者
に
渡
す
（
返
礼

品
を
提
供
す
る
）な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

税
の
概
念
に
反
し
て
お
り
、
そ
れ
を
適

法
と
す
る
根
拠
が
法
律
に
定
め
ら
れ
て

い
な
い
限
り
、
税
の
執
行
機
関
の
行
為

と
し
て
は
違
法
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、

地
方
団
体
が
受
け
取
る
も
の
は
寄
附
金

で
あ
る
と
な
れ
ば
、
地
方
団
体
が
寄
附

者
に
対
し
て
返
礼
品
を
提
供
し
た
と
し

て
も
、
返
礼
品
は
、
提
供
を
受
け
た
個

の
提
供
を
継
続
す
る
も
の
と
推
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
本
件
不
指

定
当
時
、
同
市
が
本
件
改
正
規
定
の
施

行
後
に
お
い
て
法
定
返
礼
品
基
準
に
適

合
し
な
い
返
礼
品
等
を
提
供
す
る
予
定

が
あ
る
こ
と
を
示
す
具
体
的
な
事
情
が

あ
っ
た
と
も
う
か
が
わ
れ
な
い
。
そ
う

す
る
と
、
本
件
不
指
定
当
時
の
事
情
の

下
で
は
、
本
件
指
定
申
出
に
つ
き
、
同

市
が
法
定
返
礼
品
基
準
に
適
合
す
る
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
し
た
が
っ
て
、
本
件
指
定
申

出
に
つ
き
、
不
指
定
理
由
〔
３
〕、
す

な
わ
ち
Ｘ
市
が
法
定
返
礼
品
基
準
に
適

合
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
理

由
と
し
て
指
定
を
し
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

６　

以
上
に
よ
れ
ば
、
不
指
定
理
由

〔
２
〕
及
び
〔
３
〕
を
理
由
と
し
て
さ

れ
た
本
件
不
指
定
は
違
法
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
な
お
、不
指
定
理
由〔
１
〕は
、

被
上
告
人
に
よ
り
独
立
し
た
理
由
と
し

て
扱
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
か
ら
、
こ

れ
を
も
っ
て
本
件
不
指
定
を
適
法
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

７　

以
上
と
異
な
る
原
審
の
判
断
に
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人
の
収
入
金
額
と
認
識
す
べ
き
も
の
に

は
な
る
が
、
納
税
の
対
価
で
も
納
税
の

お
礼
で
も
な
く
、
直
ち
に
違
法
の
問
題

を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

本
件
改
正
規
定
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
創
設
以
来
の
趣
旨
を
そ
の
ま
ま

維
持
し
、
同
制
度
に
基
づ
い
て
地
方
団

体
が
受
け
取
る
も
の
は
寄
附
金
で
あ
る

と
い
う
前
提
も
維
持
し
た
ま
ま
、
返
礼

品
の
提
供
を
法
令
上
正
面
か
ら
適
法
な

も
の
と
し
て
容
認
し
、
指
定
対
象
期
間

ご
と
に
指
定
を
受
け
た
地
方
団
体
に
対

す
る
寄
附
金
の
み
を
特
例
控
除
の
対
象

と
す
る
本
件
指
定
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
改

正
は
、
立
法
府
と
し
て
は
、
本
件
改
正

規
定
の
施
行
前
後
を
問
わ
ず
、
地
方
団

体
が
受
け
取
る
も
の
は
寄
附
金
で
あ
る

か
ら
、
返
礼
品
の
提
供
自
体
が
、
例
え

ば
税
の
対
価
で
あ
る
な
ど
と
し
て
違
法

視
さ
れ
る
べ
き
理
由
は
な
い
と
考
え
て

い
た
こ
と
を
確
認
し
、
明
確
化
し
た
も

の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本

件
改
正
規
定
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
創
設
当
初
か
ら
掲
げ
ら
れ
て
い
た
、

寄
附
金
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
制

度
趣
旨
と
実
質
的
に
税
で
あ
る
こ
と
を

行
為
を
、
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
か
否

か
、
あ
る
い
は
制
度
の
趣
旨
を
ゆ
が
め

る
よ
う
な
行
為
で
あ
る
か
否
か
と
い
う

観
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と
に
は
無
理
が

あ
る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

趣
旨
は
本
件
改
正
規
定
の
施
行
前
後
を

通
じ
て
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
本
件
改

正
規
定
に
よ
っ
て
同
制
度
に
お
け
る
寄

附
金
の
募
集
態
様
や
返
礼
品
の
提
供
に

適
用
さ
れ
る
規
範
が
新
し
く
定
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
改
正
規
定
の

施
行
前
の
行
為
が
制
度
の
趣
旨
に
反
す

る
か
否
か
を
、
本
件
改
正
規
定
の
施
行

後
の
行
為
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
規
範
に

よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
件
改
正
法
又
は
他
の
法
令
に
別
段
の

規
定
が
あ
れ
ば
そ
の
限
り
で
は
な
い

が
、
そ
の
よ
う
な
規
定
は
見
当
た
ら
な

い
。そ

し
て
、
本
件
が
、
国
と
私
人
の
関

係
に
関
す
る
問
題
で
は
な
く
、
国
と
地

方
団
体
の
関
係
に
関
す
る
問
題
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
法
廷
意
見
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
関
与
の
法
定
主
義
に
鑑

み
て
、
上
記
の
分
析
が
妥
当
し
な
い
と

考
え
る
べ
き
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。

以
上
の
諸
点
を
踏
ま
え
る
と
、
法
廷

前
提
と
す
る
制
度
趣
旨
が
、
共
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
達
成
さ
れ
る
た
め
に
不
可
欠

と
考
え
ら
れ
る
返
礼
品
の
提
供
に
係
る

調
整
の
仕
組
み
を
、
初
め
て
導
入
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
件
指
定
制
度

で
あ
り
、
今
後
更
に
改
善
が
必
要
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し

て
も
、
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
初
め
て

法
律
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
大
き
な
意

味
が
あ
る
。
逆
か
ら
い
え
ば
、
本
件
改

正
規
定
の
施
行
前
の
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
定
め
る
法
律
は
、
そ
の
よ
う
な
調

整
の
仕
組
み
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
、
地
方
団
体

が
受
け
取
る
の
は
寄
附
金
で
あ
る
と
い

う
前
提
で
行
わ
れ
て
い
た
返
礼
品
の
提

供
が
、
地
方
団
体
間
の
実
質
的
な
税
配

分
の
公
平
を
損
な
う
結
果
を
招
く
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
を

顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。そ

も
そ
も
寄
附
金
と
税
と
い
う
異
質

な
も
の
が
制
度
の
前
提
に
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
上
記
の
調
整
の
仕
組
み

を
欠
い
た
状
態
で
本
件
改
正
規
定
の
施

行
前
に
地
方
団
体
が
行
な
っ
た
寄
附
金

の
募
集
態
様
や
返
礼
品
の
提
供
と
い
う

意
見
の
第
４
項
は
本
件
改
正
規
定
の
解

釈
（
地
方
税
法
37
条
の
２
第
２
項
に
よ

る
委
任
の
範
囲
の
解
釈
）
と
し
て
妥
当

で
あ
る
と
思
料
す
る
。

裁
判
官
林
景
一
の
補
足
意
見
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
法
廷
意
見
に
同
調
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
本
件
の
経
緯
に
鑑
み
、
上

告
人
の
勝
訴
と
な
る
結
論
に
い
さ
さ
か

居
心
地
の
悪
さ
を
覚
え
た
と
こ
ろ
が
あ

り
、
そ
の
考
え
方
を
以
下
の
と
お
り
補

足
し
て
お
き
た
い
。

居
心
地
の
悪
さ
の
原
因
は
、Ｘ
市
が
、

殊
更
に
返
礼
品
を
強
調
す
る
態
様
の
寄

附
金
の
募
集
を
、
総
務
大
臣
か
ら
の
再

三
の
技
術
的
な
助
言
に
他
の
地
方
団
体

が
お
お
む
ね
従
っ
て
い
る
中
で
推
し
進

め
た
結
果
、
集
中
的
に
多
額
の
寄
附
金

を
受
領
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。特
に
、

同
市
が
本
件
改
正
法
の
成
立
後
に
も
返

礼
割
合
を
高
め
て
募
集
を
加
速
し
た
こ

と
に
は
、眉
を
ひ
そ
め
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
自
体
が
、

国
家
全
体
の
税
収
の
総
額
を
増
加
さ
せ

る
も
の
で
は
な
く
、
端
的
に
い
っ
て
ゼ

ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
て
、そ
の
中
で
、

国
と
一
部
の
地
方
団
体
の
負
担
に
お
い
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て
他
の
地
方
団
体
へ
の
税
収
移
転
を
図

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
制
度
に
内
在

す
る
問
題
が
、
割
り
切
れ
な
さ
を
増
幅

さ
せ
て
い
る
面
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
結
果
と
し
て
、
同
市
は
、
も
は
や
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
か
ら
得
ら
れ
る
こ
と

が
通
常
期
待
さ
れ
る
水
準
を
大
き
く
上

回
る
収
入
を
得
て
し
ま
っ
て
お
り
、
あ

る
意
味
で
制
度
の
目
的
を
過
剰
に
達
成

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
新
た

な
制
度
の
下
で
、
他
の
地
方
団
体
と
同

じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
更
な
る

税
収
移
転
を
追
求
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
あ

る
い
は
、
少
な
く
と
も
、
追
求
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
感
覚
を
抱
く
こ
と
は
、
そ

れ
ほ
ど
不
当
な
も
の
だ
と
は
思
わ
れ
な

い
。
そ
れ
は
、
被
上
告
人
が
他
の
地
方

団
体
と
の
公
平
と
呼
ぶ
観
点
と
同
種
の

問
題
意
識
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
本
件
改

正
規
定
の
施
行
前
の
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
に
お
い
て
は
、
当
不
当
の
レ
ベ
ル
の

問
題
で
あ
る
。
被
上
告
人
に
お
い
て
、

法
的
な
問
題
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
不

当
な
状
態
を
、
将
来
の
み
な
ら
ず
過
去

審
査
や
審
議
に
お
い
て
そ
の
趣
旨
が
明

確
に
読
み
取
れ
る
よ
う
な
説
明
を
す
る

こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
が

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
う
か

が
わ
れ
る
。

被
上
告
人
は
、
地
方
税
法
37
条
の
２

第
２
項
に
つ
き
、
総
務
大
臣
が
基
準
を

定
め
る
定
め
方
に
つ
い
て
格
別
の
制
約

を
し
て
い
な
い
と
も
主
張
す
る
が
、
法

廷
意
見
が
指
摘
す
る
関
与
の
法
定
主
義

や
技
術
的
な
助
言
に
従
わ
な
か
っ
た
こ

と
を
理
由
と
す
る
不
利
益
な
取
扱
い
の

禁
止
な
ど
、
地
方
自
治
法
等
の
関
連
法

の
規
定
と
整
合
す
る
こ
と
が
必
要
と
い

う
意
味
で
の
制
約
が
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
仮
に
本
件
告
示
２
条
３

号
の
よ
う
な
基
準
を
法
律
よ
り
下
位
の

形
式
で
定
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
規
定
と
の
整
合
性
が
問
題
と
な
る
た

め
、
少
な
く
と
も
、
法
律
に
お
い
て
、

そ
の
旨
の
明
示
的
な
委
任
、
授
権
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
結
論
に

居
心
地
の
悪
さ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

法
的
に
は
法
廷
意
見
の
と
お
り
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

宮
崎
裕
子　

裁

判
官　

戸
倉
三
郎　

裁
判
官　

林
景
一

裁
判
官　

宇
賀
克
也　

裁
判
官　

林
道

晴
）

の
行
為
を
も
考
慮
に
入
れ
て
解
消
す
る

こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
制
度
改

正
に
際
し
、
そ
の
旨
の
明
示
的
な
規
定

を
設
け
る
こ
と
を
、
法
律
レ
ベ
ル
で
追

求
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ

は
、
本
件
改
正
規
定
の
施
行
前
に
お
い

て
は
、
返
礼
品
の
内
容
や
返
礼
割
合
を

含
む
募
集
の
態
様
に
つ
い
て
特
段
の
法

的
規
制
が
な
く
、
寄
附
金
を
い
か
に
増

や
す
か
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
ア
イ

デ
ィ
ア
の
自
由
競
争
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
Ｘ
市
は
、
そ
の
よ
う
な
競
争
を
、

主
務
官
庁
の
助
言
を
無
視
し
て
最
大
限

追
求
し
た
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
も
法

律
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
行
動
を
と
っ
た

に
す
ぎ
な
い
と
評
価
で
き
る
た
め
、
主

務
官
庁
の
目
か
ら
見
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
不

適
切
に
思
え
て
も
、
そ
の
こ
と
の
故
に

不
利
益
な
処
分
を
行
う
こ
と
を
当
然
に

は
正
当
化
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し

か
る
に
、
本
件
告
示
２
条
３
号
の
よ
う

に
、
過
去
の
実
績
を
遡
及
的
に
問
題
と

し
、
あ
た
か
も
そ
の
時
点
に
お
い
て
も

既
に
違
法
で
あ
っ
た
か
の
ご
と
く
取
り

扱
う
よ
う
な
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
明
示
的
に
そ
の
旨
を
法
律
案

に
書
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
法
律
案
の


